
安芸高田市を応援してください！！
（安芸高田市ふるさと応援寄附金）

財政課　☎４２－５６２３

　
安
芸
高
田
市
を
元
気
に
す
る
た
め
の

地
域
づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
安
芸
高
田
市
を
『
ふ
る
さ

と
』
と
し
て
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方

か
ら
、「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
い
う
形

で
寄
附
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、

指
定
さ
れ
る
事
業
に
有
効
活
用
し
、「
人

が
つ
な
が
る
田
園
都
市
　
安
芸
高
田
」

を
め
ざ
し
ま
す
。

【
寄
附
を
募
る
６
つ
の
事
業
】

　
安
芸
高
田
市
へ
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
は
、
次
の
６
つ
の
事
業
に
有
効
活

用
い
た
し
ま
す
。

１
．
人
が
輝
く 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事

業２
．
子
ど
も
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る 

ふ

る
さ
と
づ
く
り
事
業

３
．
高
齢
者
が
安
心
し
て 

い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る 

ふ
る
さ
と
づ
く
り
事
業

４
．
歴
史
と
文
化
の
香
り
高
い 

ふ
る

さ
と
づ
く
り
事
業

５
．
ス
ポ
ー
ツ
活
動
が
盛
ん
な 

ふ
る

さ
と
づ
く
り
事
業

６
．
市
長
お
任
せ
事
業

【
お
礼
の
特
産
品
】

　
１
万
円
以
上
の
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

を
さ
れ
ま
す
と
、
特
産
品
セ
ッ
ト
を
贈

呈
い
た
し
ま
す
。
特
産
品
セ
ッ
ト
は
、

10
種
類
の
中
か
ら
お
選
び
い
た
だ
け
ま

す
（
平
成
27
年
４
月
か
ら
セ
ッ
ト
の
内

容
を
変
更
し
て
い
ま
す
）。

　
ま
た
、
10
万
円
以
上
の
場
合
は
、
ご

希
望
の
特
産
品
セ
ッ
ト
と
合
わ
せ
て
安

芸
高
田
市
産
の
お
米
等
を
贈
呈
い
た
し

ま
す
。
次
の
検
索
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る

と
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
で
き
ま

す
。

【
寄
附
金
の
お
申
し
込
み
】

　
お
申
し
込
み
は
、「
安
芸
高
田
市
ふ

る
さ
と
応
援
寄
附
申
出
書
」
に
必
要
事

項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵

送
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
メ
ー
ル

ま
た
は
財
政
課
へ
直
接
持
参
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
出
書
の
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く

か
、財
政
課
へ
直
接
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

 

※
平
成
27
年
４
月
か
ら
11
月
末
ま
で

に
、
68
件
、
４
，
０
２
６
千
円
の
寄
附

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「甲立古墳」国史跡へ

生涯学習課　☎４２－００５４

　
11
月
20
日
（
金
）、
国
の
文
化
審
議

会
は
甲
立
古
墳
を
国
史
跡
に
す
る
よ
う

答
申
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
近
く
出
さ
れ

る
官
報
告
示
で
正
式
に
国
史
跡
と
な
る

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
平
成
20
年
に
新
た
に
発
見
さ
れ
た
甲

立
古
墳
は
、
県
内
２
位
と
い
う
大
型
の

前
方
後
円
墳
で
あ
り
当
時
大
き
な
話
題

と
な
り
ま
し
た
。
市
教
育
委
員
会
で
は

古
墳
の
保
存
・
活
用
策
を
検
討
す
る
た

め
平
成
22
～
26
年
度
ま
で
部
分
的
な
発

掘
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
保
存
状
態

が
良
い
こ
と
や
家
形
埴
輪
の
出
土
な
ど

古
墳
の
重
要
性
が
次
々
と
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。

　
今
回
の
答
申
は
、
こ
れ
ま
で
の
調

査
結
果
か
ら
、
墳
丘
の
規
模
や
状
態
、

葬そ
う
そ
う
ぎ
れ
い

送
儀
礼
の
あ
り
方
を
示
す
家
形
埴
輪

な
ど
の
出
土
と
そ
の
精
巧
な
造
り
、
古

墳
の
地
理
的
な
存
在
理
由
、
中
国
地
方

で
も
ま
れ
な
、
極
め
て
畿
内
的
な
要
素

の
強
い
古
墳
で
あ
る
こ
と
、
造
ら
れ
た

４
世
紀
末
の
大
和
政
権
の
あ
り
方
を
示

す
古
墳
で
あ
る
等
が
高
く
評
価
さ
れ
た

も
の
で
し
た
。

　
正
式
決
定
さ
れ
る
と
安
芸
高
田
市
で

は
、
毛
利
氏
城
跡
（
郡
山
城
跡
・
多
治

比
猿
掛
城
跡
）
に
次
ぐ
２
件
目
の
国
史

跡
と
な
り
ま
す
。

　11月
20
日
夕
方
、
甲
田
文
化
セ

ン
タ
ー
ミ
ュ
ー
ズ
に
お
い
て
、
甲

立
古
墳
が
国
史
跡
の
答
申
を
受
け

る
事
を
聞
い
た
地
元
を
中
心
と
し

た
関
係
者
約
30
人
が
、
決
定
の
瞬

間
を
喜
び
で
分
か
ち
あ
い
ま
し
た
。

　
17
時
に
国
の
文
化
審
議
会
答
申

の
報
告
を
受
け
た
職
員
が
会
場
に

入
る
と
、
待
ち
受
け
た
市
長
を
は

じ
め
関
係
者
が
用
意
さ
れ
た
く
す

玉
を
割
り
答
申
決
定
を
祝
い
ま
し

た
。

決定の瞬間を喜ぶ関係者 地域振興事業団　沖田文化課長
による説明

検
索
安
芸
高
田
市
ふ
る
さ
と

　
　
　
　
応
援
寄
附
金
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７５歳の誕生日からは後期高齢者医療制度の被保険者です

保健医療課　☎４２－５６１９

～新成人のみなさんへ～　２０歳になったら国民年金

三次年金事務所　☎０８２４－６２－３１０７

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す

【
対
象
者
】

・
75
歳
以
上
の
方

・
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
害

を
お
持
ち
の
方
で
、
広
域
連
合
の
認
定

を
受
け
ら
れ
た
方

【
運
営
主
体
】

広
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

住
所
（
広
島
市
中
区
東
白
島
町
19
‐

49
）

☎
０
８
２
‐
５
０
２
‐
７
８
２
２
㈹

　
広
域
連
合
に
は
、
県
内
の
全
市
町
が

加
入
し
て
い
ま
す
。
主
な
事
務
分
担
と

し
て
は
、広
域
連
合
が
保
険
料
の
決
定
、

医
療
費
の
給
付
等
を
行
い
、
市
町
が
保

険
料
の
徴
収
、
受
付
事
務
等
の
窓
口
業

務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
被
保
険
者
証
の
送
付
時
期
】

　
75
歳
の
誕
生
日
の
前
月
中
旬
に
、
広

域
連
合
か
ら
普
通
郵
便
で
送
付
さ
れ
ま

す
。

【
保
険
料
の
決
定
及
び
お
知
ら
せ
】

　
保
険
料
は
、
広
域
連
合
が
決
定
し
、

市
が
徴
収
事
務
を
行
い
ま
す
。

　
75
歳
の
誕
生
月
の
約
２
か
月
後
に
保

健
医
療
課
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
下
表
参
照

【
保
険
料
の
納
付
方
法
】

　
保
険
料
は
原
則
年
金
か
ら
の
特
別
徴

収
に
よ
り
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
に

は
、
開
始
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま
す
の

で
、
誕
生
日
以
降
の
保
険
料
は
、
し
ば

ら
く
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
又
は
口
座

振
替
）
に
よ
る
納
付
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　
な
お
、
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
が
法

令
等
に
よ
り
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
納
付
方
法
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら

送
付
す
る
保
険
料
の
決
定
通
知
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

【
国
民
年
金
制
度
と
は
】

　
国
民
年
金
は
、年
を
と
っ
た
と
き
や
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公
的
年

金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ

と
で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、
病
気
や

ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、
家
族
の

働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

【
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト
】

●
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制

度
で
す
。
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営
す

る
た
め
、
安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金

の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障
さ
れ

ま
す
。

●
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん

　
国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ
た
と
き

の
老
齢
年
金
の
ほ
か
、
障
害
年
金
や
遺

族
年
金
も
あ
り
ま
す
。

　
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
時
に
受
け
取
れ
ま
す
。ま
た
、

遺
族
年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持

さ
れ
て
い
た
遺
族
（「
子
の
あ
る
配
偶

者
」
や
「
子
」）
が
受
け
取
れ
ま
す
。

【﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂
と

　
　
　﹁
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
﹂】

●
﹁
学
生
納
付
特
例
制
度
﹂

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な

い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短
期
大

学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、
専

修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業
年
限
１

年
以
上
で
あ
る
課
程
）、
一
部
の
海
外
大

学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

●
﹁
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
﹂

　
学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、
ご

本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

Ｑ 国民年金の加入手続き
はどこで行えばいいの？
Ａ 国民年金の加入手続き
は、市役所総合窓口課や各
支所で行っています。

Ｑ 毎月の保険料はいくら？
Ａ 国民年金の保険料は月額
15,590 円（平成 27 年度）
です。なお、保険料をまと
めて前払いすることにより
割 引 さ れ る 制 度 も あ り ま
す。

 （８月に 75 歳になられた場合）
 ４月   ５月   ６月   ７月   ８月   ９月  10 月 11 月 12 月 １月   ２月   ３月

4 月から 7 月分は前
に加入していた保険
で納付

10 月から毎月保険料を納付
（8 か月分を 6 回に分けて納付）

※いったん普通徴収で決定し
ますが、その後、特別徴収に
変わった時は、変更通知でお
知らせします。

後
期
高
齢
者
医
療
に
加
入

保
険
料
決
定

︵
8
月
か
ら
3
月
分
︶
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